





























   の時間的な伸縮を吸収
従来法：
●　学習歩行軌跡の正規化パラメータ
　　      　  間引き：    ５０点
    リサンプリング：　３００点
●　追跡中の歩行軌跡もリサンプリング時の

















y’=[ p1, ps ]





















      観測されたものと異なる
● 　学習した歩行軌跡同士のパターンの
      対応を考慮していない
利点
●   正規化後の歩行軌跡のデータは観測　　　　　　　
　された歩行軌跡のデータをそのまま使用 
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標準パターン上の１つの点  a i 
と，入力パターン上の各点を結
んだ距離を計算
標準パターン上の１つの点  a i と，
入力パターン上の点を結んだ距離が
最小になる組合せを探索
標準パターンと入力パターンの
対応付け
a i
入力パターン
標準パターン a
b
a i
b j
50
フレーム目
天野 敏之
150
フレーム目
250
フレーム目
I　： 標準パターンのプロット数
J　： 入力パターンのプロット数
